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3 政治同盟（50音順）

１．基本的自由・人権擁護国民調整委員会

アラビア語名：

Lajna al¯Tansl̄q al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Dif ā‘ ‘an al¯

H
˙

urrl̄yāt al¯Asāsl̄ya wa H
˙

uqūq al¯Insān

2005年 1月17日に，国民民主連合（al¯Tajammu‘

al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄），市民社会再生諸委員会

（Lijān Ih
˙
yā’ al¯Mujtama‘ al¯Madanl̄），ジャマール・

アタースィー民主的対話会議（Muntadā Jamāl al¯

Atāsl̄ li¯l¯H
˙

iwār al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄），シリア人権協会

（ Jam‘l̄ya H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūrl̄ya），シリア民主的

諸自由・人権擁護諸委員会（Lijān al¯Difā‘ ‘an

al¯H
˙

urrl̄yāt al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya wa H

˙
uqūq al¯Insān fl̄

Sūriyā），アラブ人権機構（al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya

li¯H˙
uqūq al¯Insān）シリア支部（Far‘ Sūriyā），共産

主義行動党（H
˙

izb al¯‘Amal al¯Shuyū‘l̄），シリア・ク

ルド民主同盟*（＊は第2節〔前号〕および第3節

の対象項目において解説した政党・政治組織，政治

同盟。以下同じ），シリア・クルド民主戦線*，シ

リア・クルド・イェキーティー党*，シリア・ク

ルド人民連合党*，国籍剥奪者権利擁護委員会

（Lajna al¯Dif ā‘ ‘an H
˙

uqūq al¯Mujarrad l̄n min al¯

Jinsl̄ya）が結成した組織。市民社会が存在しない

戒厳令下のシリアの「国民的・民主的改革」を

めざし，以下 8点の実現に重点を置く。aカー

ミシュリー事件での逮捕者を含むすべての政治

犯・言論犯の釈放，政治的理由による逮捕と国

外追放の停止，s例外的法廷において剥奪され

た市民権の回復と補償，d物理的，心理的な拷

問の禁止，f人権に関する国際的な諸条約の順

守，g1962年の統計によって剥奪されたクルド

人の国籍回復，hクルド問題をはじめとするマ

イノリティ問題の民主的解決，j時代に即した

政党法・結社法の制定，k通信の自由，報道の

自由，出版の自由などを保障する新たな法の制

定［Lajna al¯Tansl̄q al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Difā‘ ‘an al¯

H
˙

urrl̄yāt al¯Asāsl̄ya wa H
˙

uqūq al¯Insān 2005］。

２．シリア・クルド民主戦線

アラビア語名：

al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya f l̄ Sūriyā

クルド語名：

Bera Demokrat a Kurd li Sûriyê（BDK）

2001年 3月25日に発足した政治同盟。加盟党

はじめに

1 活動概史

2 政党・政治組織（50音順）（以上，前号）

3 政治同盟（50音順）（以下，本号）

結びにかえて

索引（人名，組織名）
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派は，シリア・クルド民主党（アル・パールティ

ー）*ムハンマド・ナズィール・ムスタファー

（Muh
˙
ammad Nadhl̄r Mus

˙
t
˙
afā）派，シリア・クルド

左派党 *ハイルッディーン・イブラーヒーム

（Khayr al¯Dl̄n Ibrāhl̄m）派，シリア・クルド進歩

民主党*アズィーズ・ダーウド（‘Azl̄z Dāwud）派，

シリア・クルド国民民主党*［al̄ Dl̄ muqrāt
˙

l̄ 2002 ;

Ibrāhl̄m n.d.］。機関紙『戦線新聞』（ Jar l̄ da al̄

Jabha）を刊行。

シリア・クルド民主戦線はシリア・クルド民

主同盟*を「加盟政党の狭量な利益に奉仕する

組織へと成り下がった」［al̄ Dl̄muqrāt
˙

l̄ 2002］と批

判し，ライバル視している。だがクルド民族主

義政党の再統一ではなく，統一的な「クルド国

民運動」（al¯h˙
araka al¯wat

˙
anl̄ya al¯kurdl̄ya）の展開

を基本目標に掲げ，民主的方法によるクルド問

題の解決をめざしている点で，シリア・クルド

民主同盟と共通している。

2003年 1月，シリアのクルド民族主義勢力に

「利己的な立場とは無縁の［クルド人］統一［候補］

リスト［の作成］に……合意するための行動」

［ Jarl̄ da al̄ Jabha 2003］を呼びかけ，第 8期人民

議会選挙（2003年 3月 2～ 3日投票）への参戦の意

思を明らかにしたシリア・クルド民主戦線は，2

月17日，他のクルド民族主義政党とともにシリ

アにおけるすべてのクルド政党*の名で共同声

明を発表し，ハサカ県選挙区で統一候補を擁立

する合意に達したことを明らかにした。だがク

ルド民族主義政党どうしの対立でこの試みが失

敗に終わると，2月23日，シリア・クルド民主

同盟と共同声明を発表し，選挙での勝算がない

という理由で，立候補と投票のボイコットを宣

言した。

その後，シリア・クルド民主戦線――および

その加盟党派――は2003年12月10日の首相府

前でのデモ（前号注 9を参照）などに参加する一

方，2005年 1月には，シリアの主要な反政府組

織とともに基本的自由・人権擁護国民調整委員

会*を結成した。

３．シリア・クルド民主同盟

アラビア語名：

al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya

クルド語名：

Hevbendiya Demokrat a Kurd li Sûriyê

1992年 2月 1日に発足したシリア初のクルド

民族主義政党による政治同盟［S
˙

awt al̄ Akrād

2002a］（注１）。発足当初の加盟党派は，シリア・ク

ルド民主党（アル・パールティー）*カマール・ダル

ウィーシュ（Kamāl Darwl̄sh）派（現ナスルッディー

ン・イブラーヒーム〔Nas
˙
r al¯D l̄n Ibrāhl̄m〕派），シ

リア・クルド左派党*ムハンマド・シャイフムー

ス（Muh
˙
ammad Shaykhmūs）派（現ハイルッディー

ン・ムラード〔Khayr al¯Dl̄n Murād〕派），クルド・

シリア民主党*，シリア・クルド人民連合党*。

その後94年にシリア・クルド進歩民主党*アブ

ドゥルハミード・ダルウィーシュ（‘Abd al¯H˙
aml̄d

Darwl̄sh）派が，99年にシリア・クルド民主統一党

（イェキーティー）*が加盟した［Akhbār al̄ Sharq

2002］。機関紙『アル=タハールフ』（al̄ Tah
˙

āluf）

を刊行。

シリア・クルド民主同盟はシリアの政情に対

応し得ないクルド民族主義勢力の「病んだ分裂

状態」の克服をめざしてはいるが，クルド民族

主義政党の再統一ではなく，統一的な「クルド

国民運動」の展開を基本路線として掲げ，その

ための政党間の現実的な協力関係の構築を推奨

している［S
˙

awt al̄ Akrād 2002b］。
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加盟政党のなかで指導的な役割を担っている

のは，シリア・クルド進歩民主党アブドゥルハ

ミード・ダルウィーシュ派とシリア・クルド民

主統一党（イェキーティー）である。シリア・ク

ルド進歩民主党アブドゥルハミード・ダルウィ

ーシュ派では，アブドゥルハミード・ダルウィ

ーシュ書記長とファイサル・ユースフ（Fays
˙

al

Yūsuf）中央委員会メンバーがそれぞれ，同盟の

総合会議（al¯Majlis al¯‘Āmm）国民関係委員会

（Lajna al¯‘Alāqāt al¯Wat
˙
anl̄ya）の委員長とメンバ

ーを務める。また，シリア・クルド民主統一党

（イェキーティー）では，イスマーイール・ウマル

（別名イスマーイール・アムウ〔Ismā‘l̄ l ‘Amw，クル

ド語での標記はÎsmaîl Emo〕）書記長とザルダーシ

ュト・ムハンマド（Zardāsht Muh
˙

ammad）政治委

員会メンバーがそれぞれ，総合会議クルド関係

委員会（Lajna al¯‘Alāqāt al¯Kurdl̄ya）の委員長とメ

ンバーを務める［Amude.net 2003］。

バッシャール・アサド（Bashshār al¯Asad）政権

発足当初，シリア・クルド民主同盟は“上からの

改革”に準じたかたちでの活動をめざした。

2001年 8月下旬，同盟の代表 3名（注２）がアラブ

社会主義バアス党（H
˙

izb al¯Ba‘th al¯‘Arabl̄ al¯

Ishtirākl̄）幹部と会見し，民主的生活の活性化，

政治犯・言論犯の釈放，「例外的統計」結果の廃

止，すべての差別的措置の廃止，クルド人の文

化，言語，権利の保障などを要求するとともに

［al̄ H
˙

ayāt 2001 ; H
˙

aml̄dl̄ 2001］（注３），2002年11月

22日にはカーミシュリー市で「円卓会議」を主

催し，シリアにおけるクルド人問題や民主化問

題などを議論，漸進的な改革を追求しようとし

た［Amude.net 2002］（注４）。

第 8期人民議会選挙（2003年 3月 2～ 3日投票）

ではこうした政権寄りの姿勢を若干修正し，他

のクルド民族主義政党とともに議席獲得をめざ

した。2003年 2月 6日，シリア・クルド民主同盟

総合会議は，ハサカ県選挙区，アレッポ市選挙

区，アレッポ県諸地域選挙区などでの候補者擁

立を決定し［al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā¯al¯Majlis al¯‘Āmm 2003］，2月17日，他の

クルド民族主義政党とともにシリアにおけるす

べてのクルド政党*の名で共同声明を発表，ハ

サカ県選挙区で統一候補を擁立する合意に達し

たことを明らかにした。だが同盟内で候補者選

びを独断的に進めるシリア・クルド民主統一党

（イェキーティー）（前号注26を参照）にシリア・ク

ルド左派党ハイルッディーン・ムラード派が反

発したことで，選挙協力は困難を極め，2月23

日，シリア・クルド民主同盟はシリア・クルド

民主戦線*と共同声明を発表し，選挙での勝算

がないという理由で，立候補と投票のボイコッ

トを宣言した［al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā and al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄

Sūriyā 2003］。同様のボイコット宣言は，2003年

6月に実施された統一地方選挙でも行なわれた

［al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ f l̄ Sū riyā¯al¯

Lajna¯al¯‘Ulyā 2003］。

その後，シリア・クルド民主同盟――および

加盟党派――は2003年12月10日の首相府前で

デモ（前号注 9を参照）などに参加する一方，

2005年 1月にはシリアの主要な反政府組織とと

もに基本的自由・人権擁護国民調整委員会*を

結成した。

シリア・クルド民主同盟はこれまで度々，政

権との関係や活動内容をめぐる内部対立を経験

しており，2002年 6月にはシリア・クルド人民

連合党が，また2003年12月にはクルド・シリア

民主党が脱退した。現在同盟は，シリア・クル
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ド民主党（アル・パールティー）ナスルッディー

ン・イブラーヒーム派，シリア・クルド左派党

ハイルッディーン・ムラード派，シリア・クル

ド進歩民主党アブドゥルハミード・ダルウィー

シュ派，シリア・クルド民主統一党（イェキーテ

ィー）の 4党派によって構成されている。

４．シリアにおけるすべてのクルド政党

アラビア語名：

Majmū‘ al¯Ah
˙

zāb al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā

クルド民族主義政党・政治組織が統一見解を

示す際に用いる名称。この名が使われるように

なった当初（2003年）は，シリア・クルド民主同

盟*加盟 4党派，シリア・クルド民主戦線*加盟

4党派，クルド・シリア民主党*，シリア・クル

ド人民連合党*，シリア・クルド・イェキーティ

ー党*の11党派からなっていた。だが2004年 5

月末にクルド民族主義政党の政治活動が禁止さ

れた直後，シリア民主連合党*が加わり，現在

活動しているクルド民族主義政党のうち，シリ

ア国内に活動拠点を持たないシリア・クルディ

スターン民主パールティー*とクルド・シリア

民主合意*を除く12の党派が名を連ねるにいた

った［Efrin.net 2004 ; al̄ H
˙

ayāt 2004］。

シリアにおけるすべてのクルド政党の名で最

初に共同声明が発表されたのは第 8期人民議会

選挙（2003年 3月 2～ 3日投票）を間近に控えた

2003年 2月17日であった。この声明において，

クルド民族主義政党・政治組織は，ハサカ県選

挙区で無所属に割り当てられた 4議席を獲得す

るため，統一候補を擁立する合意に達したこと

を明らかにした［Majmū‘ al¯Ah
˙

zāb al¯Kurdl̄ya f l̄

Sūriy ā 2003］。だが 2月22日と23日に，シリ

ア・クルド人民連合党，シリア・クルド・イェキ

ーティー党，シリア・クルド民主同盟，シリ

ア・クルド民主戦線が相次いで立候補と投票の

ボイコットを決定したことで，この合意は実行

されることなく終わった。

その後，2004年 3月12日にカーミシュリー事

件が発生すると，シリアにおけるすべてのクル

ド政党は連日声明を発表し，事件の真相究明，

事件発生を防止できなかった政府高官・地方自

治体関係者の処罰，犠牲者家族への補償，市民

への無差別発砲・逮捕の停止，軍・治安部隊の

弾圧の停止と撤退，逮捕者の釈放，クルド問題

の民主的解決などをバッシャール・アサド政権

に求める一方で，暴力の自制とアラブ人との連

帯をクルド系住民に対して呼びかけた［Majmū‘

al¯Ah
˙

zāb al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā 2004a ; 2004b ; 2004c ;

2004d ; 2004f ; 2004i ; 2004j ; 2004k ; 2004l ; 2004m ;

2004n ; 2004o ; 2004p ; 2004q ; 2004s］。また事件の

犠牲者を追悼するため，3月21日のノールーズ

を哀悼の日とすることを決定し，祝祭の自粛，

黒い紋章の着用，黒旗の掲揚を市民に求めると

ともに，シリア国旗と大統領の写真の掲揚自粛

と，クルド人の惨状に抗議し，クルド問題の解

決を求める横断幕・プラカードの設置を呼びか

けた［Majmū‘ al¯Ah
˙

zāb al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā 2004e ;

2004g ; 2004h］。

2004年 6月，バアス党シリア地域指導部（al¯

Qiyāda al¯Qut
˙
rl̄ya）がクルド民族主義政党の政治

活動を禁止した際にも声明を発表し，クルド民

族主義政党の活動の正統性がクルド人民の要求

を代弁している点に求められるとしたうえで，

「シリアに政党法が存在しないなか……，クルド

［民族主義］政党が法的許可を取得していないこ

とは，その合法性の欠如を意味しない」との立

場を示し，公然活動の継続を宣言した［Majmū‘
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al¯Ah
˙
zāb al¯Kurdl̄ya f l̄ Sūriyā 2004r］。

５．シリア民主同盟

アラビア語名：

al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Sūrl̄

2003年10月の民主的シリアのための同盟*第

3回大会での合意に基づき，同年11月にワシン

トンDCで発足した政治同盟。結成にあたって

は，米国在住の実業家，ファリード・ガーディ

リー（Farl̄d al¯Ghādirl̄）を党首とするシリア改革

党（H
˙

izb al¯Is˙
lāh

˙
al¯Sūrl̄）がイニシアチブをとった。

結成当初の加盟党派は，シリア改革党，シリ

ア・アッシリア運動（al¯H
˙

araka al¯Āshū r l̄ya al¯

Sūrl̄ya），シリア・クルド・イェキーティー党*，

シリア・クルディスターン民主パールティー*，

シリア近代民主主義党（H
˙

izb al¯H
˙

adātha wa al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya li¯Sūrl̄ya）など，欧米で活動する約

14の組織，政党，NGO［http://www.reformsyria.

org/Misc/SDC.htm（2003年11月閲覧）］。

2003年11月17日から18日にかけて開催され

た結成大会（第 1回総会）において，シリア民主

同盟は，「［既存の］支配者」（the ruler），「略奪者

［＝イスラーム原理主義者］」（the spoiler）に代わる

「第 3のオルターナティブ」（the third alternative）

を自認し，バアス党政権の打倒，暫定政権の発

足，民主的な政体の樹立などを主唱した［http://

www.reformsyria.org/RPS%20Events/the_third_alte

rnative.htm（2003年11月閲覧）］。

2004年 2月半ば，シリア民主同盟はレバノン

の自由国民潮流（al¯Tayyār al¯Wat
˙
anl̄ al¯H˙

urr）と

ともに米国議員11名に働きかけ，シリアに内政

改革を迫る法案の作成を促した。その結果，同

年 6月23日，米下院国際関係委員会で同一決議

第363号（2004年 2月11日提出）が承認された。

同決議は，「シリア政府の国民に対する人権お

よび市民的自由への継続的侵害への米国議会の

多大なる懸念」を表明したうえで，「自由，人権

尊重，市民的自由，民主的政府，法の支配を求

めるシリア国民の日々の闘争」への支持と，「米

大統領と国務長官による人権活動家や民主的反

政府勢力への支援……の促進」を呼びかけ，「（A）

シリア国民の自由回復，（B）レバノンに対する

シリアの違法な占領の停止，（C）テロ支援の停

止，（D）平和と安全のもとでの国際社会との共

存［を可能とする］……民主的政府の発足」を要

求していた［青山 2005, 5¯6］。

こうした動きを通じて，シリア民主同盟は米

国による“民主化”圧力の一端を担うかに思え

た。だが2004年初めから，加盟政党――および

加盟を希望していた政党・政治組織――の間で

徐々に足並みの乱れが目立つようになっていっ

た。

2004年 1月18日から19日にかけて，シリア

民主同盟はブリュッセルで第 2回総会を開催し

た。この総会は米国在住の反政府活動家を中心

とする同盟が欧州に活動領域を拡大する第一歩

となるはずであった。だがオブザーバーとして

総会に出席した真実・公正・和解のための国民

会議（al¯Majlis al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯H˙

aql̄qa wa al¯‘Adāla wa

al¯Mus
˙
ālah

˙
a）会長のニザール・ナイユーフ（Nizār

Nayyūf）が「シリア民主同盟は，シリア国内にお

ける経験や知識を欠いており，現象以外の何も

検討していない」との理由でシリア民主同盟へ

の参加・協力を拒否した［Akhbār al̄ Sharq 2004a ;

al¯Majlis al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯H

˙
aql̄qa wa al¯‘Ad āla wa

al¯Mus
˙
ālah

˙
a fl̄ Sūrl̄ya 2004］。

また2004年 2月，シリア民主同盟の第 1回総

会と第 2回総会の双方に名を連ねてきたシリア
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近代民主主義党が，米国の覇権伸張に乗じて，あ

るいはその軍事的圧力を利用してシリアの転覆

をめざすシリア改革党と対立し，同盟から離反

した［H
˙

izb al¯H˙
adātha wa al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya li¯Sūrl̄ya

2004］。その 2カ月後の 4月，このシリア近代民

主主義党がシリア民主同盟とともに共同声明を

発表し，シリア改革党が同盟をシリアの文化・

政治・人民から乖離させ，独断的な決定を下す

ことで，同盟を党の利益に奉仕させようとして

いると批判し，シリア改革党の除名とシリア近

代民主主義党の同盟への復帰を宣言した。そし

てこれ以降，シリア民主同盟は目立った活動を

行なわなくなった［Akhbār al̄ Sharq 2004b］。

６．民主的シリアのための同盟

アラビア語名：

al¯Tah
˙
āluf min ajl Sūrl̄ya Dl̄muqrāt

˙
l̄ya

2003年半ばにシリア・クルディスターン民主

パールティー*のイニシアチブによって発足し

た政治同盟。a民主主義のために活動するすべ

ての勢力の糾合，s国際機関，人権団体などの

支援の獲得，d一党制の廃止，をめざした［al¯

H
˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdistānl̄¯Sūriyā 2003］。

2003年 6月16日に開催された結成大会で，シ

リア・クルディスターン民主パールティーのタ

ウフィーク・ハムドゥーシュ（Tawf l̄q H
˙

amdūsh）

とフサイン・サアドゥー（H
˙

usayn Sa‘dū）は，ハン

ズ・ブランシャイド（Hans Branscheidt，民主的イラ

クのための同盟〔al¯Tah
˙

āluf min ajl ‘Irāq Dl̄muqrāt
˙
l̄〕

メンバー）とともに計画実行準備委員会（Lajna

Tah
˙
d
˙
l̄rl̄ya li¯Tanfl̄dh al¯Mashrū‘）を結成し，活動

を本格化させた。そして同年 8月末の第 2回大

会で，シリア近代民主主義党とドイツ・クル

ド研究センター（Markaz al¯Dirāsāt al¯Kurdl̄ya

f l̄ Almāniyā）が加盟した［Akhbār al̄ Sharq 2003b ;

2003c ; Bārtl̄ Dl̄muqrāt
˙
l̄ Kurdistānl̄ Sūriyā 2003b］。

なお，シリア・クルド・イェキーティー党*は結党

大会などに出席したが，党内の事情を理由に正

式な参加を辞退した［Bārtl̄ Dl̄muqrāt
˙
l̄ Kurdistānl̄

Sūriyā 2003a ; H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ f l̄ Sūriyā¯Lajna

Tanz
˙

l̄m Ūrūbbā 2003］。

民主的シリアのための同盟は，2003年10月 5

日から 6日にかけて，ドイツのボンで第 3回大

会を開き，シリア改革党が提案したシリア民主

同盟計画に合意し［al¯Tah
˙
āluf min ajl Sūr l̄ ya

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya 2003］，翌11月半ばにシリア民主同

盟*に発展解消した。

結びにかえて

第2節（前号）と第3節ではシリアのクルド

民族主義政党・政治組織，政治同盟を紹介した

が，これらのうち，現在シリア国内外で活動し

ている14の政党・政治組織（前号の表のtを参

照）を，思想的潮流，政治路線，活動拠点の違い

によって類型化したのが次ページの表である。

この表を見ると，以下四つの特徴――ないし

は類似性――を見い出すことができる。

a左派（ 8党・組織）と右派（ 6党・組織）がほ

ぼ拮抗しているものの，第2節で個別・具

体的に見たように，いずれの政党・政治組

織も，その思想的潮流のいかんにかかわら

ず，シリアという既存の国家枠組みを是認

し，活動を行なっている。

s政権との対話（融和）を優先させるか，圧力

（敵対）を優先させるかという戦術上の相違

が見られるものの，シリア・クルディスター

ン民主パールティー＊を除く13の政党・政
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シリアにおけるクルド民族主義政党・政治組織s

治組織が，漸進的な改革をめざしている。

dシリア・クルド民主同盟*やシリア・クルド

民主戦線*などへの加盟・参加状況に差異

が見られるものの，シリア国内に活動拠点

を持つ12の政党・政治組織が，クルド民族

主義勢力内での協調関係を重視している。

fクルド問題の解決を最優先課題に掲げるこ

とに固執するクルド・シリア民主党＊，シリ

ア・クルド人民連合党＊，シリア・クルド・

イェキーティー党＊と，新興のシリア民主

連合党＊を除く10の政党・政治組織が，他

のイデオロギー・思想的潮流に属す反政府

勢力との協力関係を重視している。

このような特徴（類似性）から明らかなのは，

シリアのクルド民族主義政党・政治組織がイデ

オロギー対立や路線対立ゆえに分裂状態にある

のではない，ということである。シリア・クルド

民主同盟とシリア・クルド民主戦線がともに標

榜しているように，統一的な「クルド国民運動」

の展開は，クルド民族主義勢力がシリアの政治

改革に深く関与するうえで――あるいはバッシ

ャール・アサド政権に改革を求めるうえで――

不可欠である。こうしたなか，クルド民族主義

勢力にとって目下最大の課題は，過去の思想

的・政治的対立の完全な清算と，指導者・活動

家間の主導権争いや個人的不仲の解消であり，

シリアのクルド民族主義政党・政治組織の類型

思想的
政治路線

党　派　名 潮流 a バッシャール・アサド政権 他のクルド民族主義政党・クルド民族主義勢力以外の 主な活動拠点
への対応 b 政治組織との関係 c 政党・政治組織との関係

右派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
右派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
左派 敵対的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
左派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
右派 融和的漸進主義 消極的協調 非協力的 シリア国内
右派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
右派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
左派 敵対的漸進主義 消極的協調 非協力的 シリア国内
左派 敵対的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
左派 敵対的漸進主義 消極的協調 非協力的 シリア国内
右派 融和的漸進主義 積極的協調 協力的 シリア国内
左派 急進主義 非協調 協力的 国外（欧州）
左派 敵対的漸進主義 消極的協調 非協力的 シリア国内
左派 敵対的漸進主義 非協調 協力的 シリア国外（イラク）

左派　8 融和的漸進主義　 7 積極的協調　8 協力的　　10 国内　12
右派　6 敵対的漸進主義　 6 消極的協調　4 非協力的　 4 国外　 2

急進主義　　　　 1 非協調　　　2

シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ナスルッディーン・イブラーヒーム派
シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ムハンマド・ナズィール・ムスタファー派
シリア・クルド左派党ハイルッディーン・ムラード派
シリア・クルド左派党ハイルッディーン・イブラーヒーム派
クルド・シリア民主党
シリア・クルド進歩民主党アブドゥルハミード・ダルウィーシュ派
シリア・クルド進歩民主党アズィーズ・ダーウド派
シリア・クルド人民連合党
シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）
シリア・クルド・イェキーティー党
シリア・クルド国民民主党
シリア・クルディスターン民主パールティー
シリア民主連合党
クルド・シリア民主合意

（注）a「左派」はクルディスターンの解放，独立，統一をめざし，労働者・農民の利益を代弁しようとする潮流を，「右派」はクルド人の政治

的・文化的自治の獲得をめざし，大地主や宗教関係者を支持基盤に持つ潮流を指す。

b「融和的漸進主義」は民主的・平和的な手段を通じた漸進的な政治改革をめざすとともに，バッシャール・アサド政権との対話・交渉を

行なう路線を，「敵対的漸進主義」は民主的・平和的な手段を通じた漸進的な政治改革をめざしつつ，デモや抗議集会などを組織し，政権

に圧力をかける路線を，そして「急進主義」はバッシャール・アサド政権の打倒をめざす路線を指す。

c「積極的協調」はシリア・クルド民主同盟，ないしはシリア・クルド民主戦線に加盟し，他のクルド民族主義政党・政治組織と共同歩調

をとる路線を，「消極的協調」はこれらの政治同盟とは一線を画しつつも，他のクルド民族主義政党・政治組織と共同歩調をとる路線を，

そして「非協調」は他の政党・政治組織との協力関係が希薄な路線を指す。

（出所）筆者作成。
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この課題を克服して初めて，彼らはクルド問題

の解決と権威主義・独裁の改革に向けた政治運

動においてイニシアチブを発揮できるだろう。

〔補記〕2005年 2月14日，レバノンでラフィーク・ハリ

ーリー（Raf l̄q al¯H˙
arl̄rl̄）元首相が暗殺されたのを受

け，シリアのバッシャール・アサド政権は，米仏を中

心とする国際社会からの厳しい批判に曝され，きわ

めて困難な政治的舵取りを強いられるようになった。

こうした政情の変化は，クルド民族主義勢力――さ

らにはシリアの反政府勢力全体――の再活性化を促

し，シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦

線，シリア・クルド・イェキーティー党，シリア民主

連合党，クルド・シリア民主合意が活発な反政府運動

を展開する一方，2005年半ばには，シリア・クルド・

アーザーディー党（H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄  fl̄  Sūrl̄ya，

シリア・クルド人民連合党とシリア・クルド左派党ハ

イルッディーン・ムラード派が合併して発足）とシリ

ア・クルド・ムスタクバル潮流（Tayyār al¯Mustaqbal

al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya）が新たに結成された。これら一連

の変化，とりわけ本稿脱稿（2004年12月）後のクル

ド民族主義勢力の動静については，次号（第41号，

2006年 7月）において紹介する予定である。

〔訂正〕前号（第39号，2005年 7月）の表「シリアにおけ

る主な政党・政治組織」，wマルクス主義欄の「シリア

民主社会党（al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Ijtimā‘l̄ al¯Sūrl̄）」

は，「シリア民主人民党（H
˙

izb al¯Sha‘b al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄

al¯Sūrl̄）」の誤り。

（注 1） Ramad
˙

ān（n.d.）によると，シリア・クルド民主

同盟は，シリア・クルド人民連合党とシリア・クルド

民主党（アル・パールティー）カマール・ダルウィー

シュ派（現ナスルッディーン・イブラーヒーム派）の

1982年の合意に基づいて発足した。

（注 2） ザルダーシュト・ムハンマド，ファイサル・ユー

スフ，バッシャール・アミーン（Bashshār al¯Aml̄n）

が，アフマド・ディルガーム（Ah
˙

mad Dirghām）バア

ス党シリア地域指導部出版局長兼人民諸組織局長と

ムハンマド・サイード・バヒーターン（Muh
˙
ammad

Sa‘l̄d Bakhl̄tān）同民族治安局長と会見した。

（注 3） また親政府の政党の代表とも対話を行なった。

例えば，2003年 6月 4日，シリア民族社会党（al¯H˙
izb

al¯Sūrl̄ al¯Qawml̄ al¯Ijtimā‘l̄）イサーム・マハーイリ

ー（‘Is
˙
ām al¯Mah

˙
āyirl̄）派の代表と，また，2004年 1月

下旬，統一と民主主義のための連合（al¯Tajammu‘

min ajl al¯Wah
˙

da wa al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya）と会見し，ク

ルド問題解決に向けて協力を要請した。さらに2004

年 7月，カーミシュリー市で国民民主連合の代表団

と会見し，関係強化などについて意見を交換した

［Akhbār al̄ Sharq 2003a ; al¯Tajammu‘ min ajl al¯
Dl̄muqrāt

˙
l̄ya wa al¯Wah

˙
da―Qiyāda and al¯Tah

˙
āluf

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ f l̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯‘Ulyā

2004］。

（注 4） 会議には，アブドゥルハミード・ダルウィーシ

ュ，ファイサル・ユースフ，ザルダーシュト・ムハン

マドといったクルド民族主義政党の指導者の他，シリ

ア民族社会党，シリア共産党（al¯H˙
izb al¯Shuyū‘l̄ al¯

Sūr l̄）ユースフ・ファイサル（Yūsuf Fays
˙
al）派，シリ

ア共産党ウィサール・ファルハ（Wis
˙
āl Farh

˙
a）派，シ

リア共産主義者統一国民委員会（ al¯Lajna al¯
Wat

˙
anl̄ya li¯Wah

˙
da al¯Shuyū‘ l̄yl̄n al¯Sūrl̄yl̄n），国民

民主連合，シリア・アッシリア運動などの代表が出席

した。
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˙
l̄ya,” June 16.

――― 2003c. ““al¯Tah
˙
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al¯Sūr l̄,” April 12.

Amude.net（http://www.amude.net）2002. “Li¯Awwal

Marra al¯Tah
˙
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li¯l¯Thaqāfa wa al¯Nashr.
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l̄yāt wa Ah

˙
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adātha wa al¯Dl̄ muqrāt
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aql̄qa Tārl̄khl̄ya.” Efrin.net.

Jarl̄da al̄ Jabha 2003. “Intikhābāt Majlis al¯Sha‘b li¯l¯
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urrl̄yāt

al¯Asāsl̄ya wa H
˙
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――― 2004s. “Tas
˙
rl̄h

˙
,” July 29.

Ramad
˙

ān, Ribhān n.d. “Sha‘b Mansl̄  wa Dustūr Ghā’ib
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˙
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Majlis al¯Sha‘b,” February 6.

al¯Tah
˙
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˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯Jabha
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˙
l̄ya 2003. “al¯Bayān
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˙
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˙
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